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茂原市保健事業実施計画（データヘルス計画）（案）に対する 

パブリックコメント（市民意見募集）手続の結果について 

茂原市 市民部 国保年金課 

「茂原市保健事業実施計画（データヘルス計画）」の策定にあたり、実施いたしましたパブリックコメント（市民意見募

集）手続に際し、お寄せいただいたご意見の概要と、ご意見に対する市の考え方を取りまとめましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

※いただいたご意見については、明らかな誤字・脱字を除いて、原則として原文のまま掲載しております。 

記 

1. 意見募集期間  平成 28 年 2 月 9 日（火）～3 月 9 日（水） 

2. 提出者数及び件数  1 名・11 件 

3. 提出意見の内訳 

区分 件数 

A：計画に反映するもの 2 件 

B：計画を実施するうえで参考とするもの 0 件 

C：計画に反映しないもの 0 件 

D：その他（意見・感想・質問等） 9 件 

計  11 件 
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4. 提出のあった意見と市の考え方 

No. 意見の趣旨 区分 意見に対する市の考え方 

1  （P1 下から 15 行目） 

 この事業は国民健康保険によって医療費の給付を受

ける関係者に限定されていることがあまり明確でな

い。よくわかっている人にはわかっていると思うが

そうでない人には、すぐに混同してしまう。本文の

上の方には出てくるがさらに、この付近で国民健康

保険に係るものであることを明確に示した方がよい

のでは 

 

A 「保健事業実施指針に基づき、「保健事業実施計画

（データヘルス計画）」を定め」を「保健事業実施指

針に基づき、国民健康保険に係る「保健事業実施計画

（データヘルス計画）」を定め」に修正します。 

2  （P1 下から 15 行目） 

 また、茂原市は財政的に苦しいとのことだが、どの

程度国民健康保険に市税が投入されているのか、そ

れは他の市と比べてどの程度か、勉強不足で申し訳

ないがご教示されたい。このデータヘルス計画でど

の程度その削減が見込まれるのか。削減の方法とし

てこれしかないのか。例えば電子カルテなどはシス

テム作成に費用が掛かりすぎる？ 

 

D 一般会計から国民健康保険事業特別会計への繰入

金については、事務費等の経費で国の基準に基づいた

繰入をしています。平成 26 年度の国県支出金を除い

た繰入金の決算額は、約 3 億 2,300 万円です。他市に

おいては、基準外の繰入をしている団体もあります。 

また、保険給付費や保健事業に係る経費について

は、国民健康保険税で賄いますので、データヘルス計

画の実施による一般会計からの繰入金の削減はあり

ません。なお、重症化予防等により保険給付費の伸び

を抑制できれば、その分国民健康保険税の負担軽減が

図れることになります。 
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No. 意見の趣旨 区分 意見に対する市の考え方 

3  （P1 下から 15 行目） 

 さらに、健康状態は地域的にも特徴があって、全国

平均にするのが是ではないと考えるのだが。 

D 保健事業実施計画（データヘルス計画）は、保険者

が、その地域の健康・医療情報を活用・分析して、PDCA

サイクルに沿った効果的かつ効率的な保健事業を実

施するための計画であり、地域的な特徴が反映されま

す。 

4  （P4 上から 6 行目） 

 健康寿命の県と国と同規模市との差がほんの少し長

いだけで有意の差があるといえるのか 

D 健康寿命について、単に、県・同規模・国との比較

を記載したものです。 

 

5  （P4 表 4） 

 死因については、列記した項目の他に交通事故など

はないのかこの表にあるのは国民健康保険で診察し

た場合のもので、そのなかで自殺が項目にあるが、

例えばノイローゼ等で受診した人が自殺した件数が

計上されているということか 

 

A 注釈を追加記載します。死因については、KDB（国

保データベースシステム）の仕様上、人口動態統計（厚

生労働省）の死因分類項目のうち、茂原市民の「がん

（悪性新生物）」、「心臓病（心疾患）」、「脳疾患（脳血

管疾患）」、「糖尿病」、「腎不全」、「自殺」の各総数を、

6 項目の総数の合計値で除した割合を掲載していま

す。したがいまして、不慮の事故等他の死因は掲載し

ていません。 

6  （P6 表 7） 

 総医療費には生活保護者の医療費も含まれているの

か。 

D 茂原市の国民健康保険に係る医療費であり、生活保

護の被保護者に係る医療費は含みません。 
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No. 意見の趣旨 区分 意見に対する市の考え方 

7  （P6 表 8） 

 茂原市の１人当たりの医療費は、表７の２６年度の

総医療費 7,644,943,290 円を国民健康保険対象者の

27,908 人で割ったものか、そうだとすると合わない

のだが。 

D １人当たりの医療費については、KDB（国保デー

タベースシステム）の仕様上、平成 26 年度の総医療

費を平成 26 年度の各月の被保険者数の合計値で除す

ることにより算出しています。 

8  （P18 上から 6 行目） 

 市独自の項目とは何か 

 

D 市独自の検査項目は、血清クレアチニン検査、貧血

検査、尿酸検査です。 

 

9  P18 （7）） 

医療費通知事業については趣旨は分かるが、各自の

医療費のチェックをするような記載をしていないの

で、全くしていない。そうであるならその様に記載

すべきで、誤り等が見つかった場合はどうすべきか

も記載すべきである。そのような誤り或は不正請求

も中にはあると思われるが、市自体のチェックでど

のくらいの成果があるのか。 

 

 

 

 

D 医療費通知については、医療機関でかかった総医療

費の額等をお知らせすることにより、医療費の実態を

理解してもらうとともに、健康に対する認識を深めて

いただくことを第一の目的としています。なお、「通

知内容にお気づきの点、不明点等」があった場合の連

絡先は記載しております。 

また、医療機関の請求誤りについて、市の点検によ

る効果は、平成 26 年度実績で約 546 万円です。 
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No. 意見の趣旨 区分 意見に対する市の考え方 

10  （P19 （8）） 

 生活保護者がジェネリック医薬品の使用を拒絶して

いることはないのか。 

D 生活保護の被保護者は、国民健康保険の被保険者で

ないため、分かりかねます。 

なお、生活保護の担当課において、ジェネリック医

薬品の使用促進に努めています。 

11  （P19 2（4）） 

 いろいろな医療機関を受診するのはなかなか治らな

いからで、つまるところ、診察が適格であれば善意

の患者は渡り歩くことはない。診察はその患者の特

性を理解したうえで最も可能性のある病名を判断す

るのであろうから、間違う場合もある。違うのであ

ればまた、その医療機関に行って治らない旨を示せ

ば第 2 の可能性のある病名を判断することになる

が、別の医療機関に行くとまた、一から出直しの診

察になるので、同じことを繰り返すことになってし

まう。これは患者側も理解するしかない。理解して

もらうために啓発することは当然である。 

 

 

 

D 重複・頻回の受診については、様々な理由があると

思われますが、健康に影響を及ぼすおそれがあること

から、適正な受診についての啓発や健康相談を行いま

す。 

 


